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1 はじめに
近年のWeb ページの増加は，ブログの普及に一因が
ある．日本では，2004 年から 2005 年ごろにかけてブ
ログ及びその記事が急増しており，現在も増加傾向が見
られる [1]．ブログの普及に伴い，ブログのコンテンツ
を利用する研究も盛んになってきている [2]．
図 1 のブログページ*1からもわかるとおり，ブログ
ページは，ヘッダ，メニュー，広告，関連記事リストなど
不要部分が多々存在しており，ページに占めるコンテン
ツ（主要部分）の割合が低い．そのため，ブログのコン
テンツを利用するためには，コンテンツ抽出が必要にな
る．従来のコンテンツ抽出（本文抽出，主要部分抽出な
どとも呼ばれる）は，ポストとコメントを区別せずに抽
出したり，ポストのみを抽出したりしていた．しかし，
ブログのコメントを利用する研究 [3, 4]が行われ始める
など，今後，ブログのコンテンツ抽出はポストとコメン
トを分離抽出することが期待される．
コンテンツ抽出手法の代表例として，人手によって抽
出ルールを記述する方法が挙げられる [5]．コンテンツ
抽出を行う際は，ブログページごとにコンテンツの位
置が異なることに留意する必要がある．同一のブログ
ホスティングサービスを利用しているブログページに
関していえば，コンテンツの位置が同一であると考えら
れるため，ブログホスティングサービスごとに抽出ルー
ルを準備する必要があるものの，人手によって抽出ルー
ルを記述する方法は有効に機能する．しかし，我々によ
る予備調査では，人気のあるブログサイト*2の少なくと
も 30% がブログホスティングサービスを利用していな
いことが判明した．このような状況下では，人手によっ
て抽出ルールを記述する方法には多大な労力を必要とす
ることは明らかであり，自動抽出手法を検討する必要が
ある．
ポストとコメントを分離抽出する先行研究として Cao
ら [6]があり，我々はその先行研究が抱える問題点のい
*1 http://www.100shiki.com/archives/2009/08/
gscreen.html (cited 2009-10-23)
*2 livedoor Reader (http://reader.livedoor.com/) 登
録者数ランキング上位 1,000サイトから推定した．
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図 1 ブログページにはコンテンツではない不要部分
が多く存在し，コンテンツはポストとコメントに分か
れる．
くつかを解決する手法を提案した [7]．我々が提案した
手法は，コンテンツのうち，ポストはブログページ集合
全てのブログページに出現するが，コメントはいずれか
のブログページにしか出現しないという仮説をもとにす
る．この手法の中で，HTML のブロックレベル要素を
もとに定義した，コンテンツと不要部分のかたまり（ブ
ロック）の他に，要素識別子を用いることで，各ブロッ
クをグループ化する手法を提案した．
本稿では，グループ化されたブロックを用いることで，
コンテンツ抽出性能を改善する手法を提案する．その結
果，ポスト及びコメントの抽出性能が，それぞれ 87.7%，
87.4%に改善した．
2 提案手法
2.1 コンテンツ及びポスト・コメントの定義
本稿では，ブログページの不要部分を除いた主要部分
をコンテンツとし，コンテンツをさらにポストとコメン
トに二分する．ポストは記事本文のほか，それに付随す
る記事タイトル，投稿日時，著者名，写真・図及びその説
明文を指す．コメントは読者によるコメント本文及びト
ラックバック本文のほか，それらに付随するタイトル，
投稿日時，コメント著者名（トラックバック送信元ブロ
グ名）を指す．なお，単にコンテンツと記した場合は，
ポストとコメントを区別しない．
2.2 提案手法の概要
本稿で提案するポストとコメントを自動的に分離抽出
する手法（以下，提案手法と呼ぶ）は，我々が過去に提
案した手法 [7]（以下，従来手法と呼ぶ）の拡張である．
提案手法は以下の 6過程からなる．
処理 1 ブログページの収集
処理 2 ブロックの抽出
処理 3 コンテンツの抽出
処理 4 位置ラベルの付与
処理 5 コンテンツの再抽出（新たに追加する処理）
処理 6 ポストとコメントの分離抽出
従来手法は，コンテンツとして認められるブロックの
うち，ブログページ集合全てのブログページの同じ場
所に出現するブロックをポストとして抽出し，残りのブ
ロックをコメントとして抽出する手法である．この手法
は，上の処理 1から 4及び 6の過程を順次行うことに相
当する．提案手法では，コンテンツ抽出を強化する，処
理 5の過程を追加した．その結果，ポストとコメントの
分離抽出性能が向上した．
以下，上に示した処理の概要を説明する．詳細につい
ては，処理 1から 3は文献 [8]，処理 4及び 6は文献 [7]
を参照されたい．
処理 1では，コンテンツ抽出の対象となるブログペー
ジ集合の準備を行う．このブログページ集合は，（1）同
じブログサイトのページで構成される 2 ページ以上の
集合，（2）コメントが付いていないページが含まれる集
合，の 2条件を満たすものとする．一般的にブログペー
ジのコメント率は低く，上の条件（2）は特殊な事例では
ない．
処理 2 では，HTML のブロックレベル要素 [9] をも
とに，コンテンツ及び不要部分の最小単位であるブロッ
クの抽出を行う．ブロックレベル要素をもとに行うこと
で，ページレイアウト方法の流行の影響を受けずにペー
ジを分割することができる [8]．ブロックレベル要素を
用いてブロックを抽出する際，ブロックがコンテンツ及
び不要部分の最小単位となるよう，入れ子になっている
ブロックレベル要素を抜いて抽出する．すなわち，図 2
の各ツリー左部分のように，DOMツリー上の下位ノー
ドにブロックレベル要素が存在しないように抽出する．
処理 3では，ブロックの一致を判断し，ブログページ
集合の中で 1度だけ出現するブロックをコンテンツとし
て抽出する．出現回数による閾値を設けないことで，抽
出のための閾値を調整する手間を省くことができる [8]．
本稿では，このブロックをコンテンツブロックと呼ぶ．
処理 4では，要素識別子をもとに各ブロックに位置ラ
ベルを付与し，ブロックのグループ化を行う．2.3節で
解説する．
処理 5では，付与された位置ラベルと要素名をもとに
コンテンツの再抽出を行う．2.4節で解説する．
処理 6では，コンテンツのうち，ポストはブログペー
ジ集合全てのブログページに出現するが，コメントはい
ずれかのブログページにしか出現しないという仮説をも
とに，ポストとコメントを分離抽出する．まず，位置ラ
ベルのうち，ブログページ集合全てのブログページにお
いて，少なくとも 1 つのコンテンツブロックに付与さ
れた位置ラベルを準備する（ポスト位置ラベルと呼ぶ）．
そして，コンテンツブロックのうち，ポスト位置ラベル
が付与されているブロックをポストとし，残りのコンテ
ンツブロックをコメントとして抽出する．
2.3 位置ラベルの付与（処理 4）
コンテンツをポストとコメントに分離して抽出するた
めには，位置と内容に応じてブロックをグループ化する
必要がある．しかし，ブロックの内容そのものを捉える
のは困難である．そこで，我々はブロックに付与された
要素識別子（Element identifiers）[9]に着目した．要
素識別子は要素の内容を示す識別子であることから，内
容に応じて付与されていると考えた．
ブロックのグループ化に要素識別子をそのまま用いる
とすると，3 点の問題が発生する．1点目は，全てのブ
ロックに要素識別子が付与されているとは限らないと
いう点である．全てのブロックをグループ化するために
は，要素識別子を伝播させる必要がある．2点目は，要
素識別子が与える影響範囲にばらつきが存在するという
点である．ポストとコメントの分離抽出では，コンテン
ツの位置に着目しており，近いブロック同士でグループ
化を行いたい．そのため，離れた位置でのグループ化を
防ぐ処理を行う必要がある．3点目は，個々のページ特
有の情報を持つ要素識別子が存在する点である．このよ
うな要素識別子は，ブログページ集合内で一般化された
位置を表現するには適しておらず，除外する必要がある．
ポストはブログページ集合全てのブログページに出現
するが，コメントはいずれかのブログページにしか出現
しないという仮説は，レンダリングされた結果をもとに
立てた．そのため，グループ化もレンダリングされた結
果をもとに行うのが望ましい．そこで，問題点 1 を解
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図 2 DOMツリー（要素識別子は要素内に記載）からのブロック抽出（破線枠部分，計 11ブロック）及び各ブ
ロックに位置ラベル（実線矩形枠部分）を付与した例．ブロック抽出の際は，SCRIPT, NOSCRIPT, STYLE の
3要素をブロックに含めない他，BODY要素は例外的にブロックとして認める．位置ラベル上部の括弧付き数字
は，2.3 節に記載した位置ラベル付与規則を表す．たとえば，ブログページ 1 の「class=c1」は，両方のブログ
ページに出現しているが，ブログページ 2において 2度出現しているため，規則（1）は適用されず，規則（2）が
適用される．
決する伝播手法として，レンダリングされたWeb ペー
ジにおいて，上から下に伝播させる方法を提案した [7]．
すなわち，DOMツリー上の兄ノードから要素識別子を
伝播させる．
以上を踏まえ，処理 4では，各ブロックにブログペー
ジ集合内で一般化された位置ラベルの付与を行う．位置
ラベルは，1ページ中に 1度のみ出現し（問題点 1を解
決），かつ，ブログページ集合全てのブログページに出現
する（問題点 2を解決）要素識別子を伝播させることに
より付与する．位置ラベルの付与規則は，（1）自身の要
素識別子を付与する，（2）隣接する兄ノードの位置ラベ
ルを付与する，（3）親ノードの位置ラベルを付与する，
（4）標準値（ default ）を付与する，の優先順位をもつ
ものとする．図 2は，DOMツリーからブロックを抽出
し，位置ラベルを付与した例である．
2.4 コンテンツの再抽出（処理 5）
従来手法では，コンテンツブロックがポストであるか
コメントであるかの分離にのみ位置ラベルを利用してい
た．提案手法では，位置ラベルをコンテンツ抽出にも用
いる．
従来手法によるコンテンツ抽出は，ブロックごとにコ
ンテンツ判定を行うため，コンテンツと不要部分を高い
粒度で分離できるという特徴を持つ．しかし，各々のブ
ロックの位置を加味せず判断するため，連続するコンテ
ンツブロックの一部を取りこぼすという欠点があった．
特に文長の短いコメントはその傾向が高い．図 3は従来
手法による抽出を行ったブログページ*3の例であり，コ
メントの一部を取りこぼしていることがわかる．
処理 5では，付与された位置ラベルと要素名をもとに
コンテンツの再抽出を行う．処理 3 で不要部分と判断
*3 http://blog.livedoor.jp/dankogai/archives/
51185176.html
図 3 従来手法には連続するコンテンツの一部を取り
こぼすという欠点が存在する（破線矩形部分）．提案手
法ではコンテンツブロック（実線矩形部分）の情報を
用いて，コンテンツとして取りこぼしたブロックを再
抽出する．
されたブロックのうち，コンテンツブロックと同一の位
置ラベルと要素名をもつブロックを新たにコンテンツブ
ロックとして抽出する．位置ラベルはブロックをその内
容に応じてグループ化するものであり（2.3 節），コン
テンツブロックの要素名のみを用いて再抽出を行うより
も，適合率を落とさず再現率を上げられると考える．
3 実験と考察
使用したデータセットは，livedoor Reader*4の登録
数ランキング上位からブログ形式の 9 サイト（内 6 サ
イトがブログホスティングサービスを利用していない）
を選定し，2009年 4月 11日に収集した計 206ページ
である（文献 [7] で用いたデータセットと同様）．ポス
ト及びコメントの候補となるブロックは 35,216ブロッ
ク存在し，人手によってポストと認められるブロックは
*4 http://reader.livedoor.com/
表 1 平均抽出性能の比較（%）
適合率 再現率 F値
従来手法
コンテンツ 92.7 88.2 90.4
ポスト 90.6 82.2 86.2
コメント 78.5 86.4 82.2
提案手法
コンテンツ 91.1 91.5 91.3
ポスト 88.9 86.7 87.7
コメント 83.8 91.3 87.4
提案手法によってコンテンツとして抽出されたブロックの数を N ，抽
出されたコンテンツのうち正解データに適合していたブロックの数を
R ，正解データに含まれるコンテンツのブロックの数を C とすると，
コンテンツの適合率は R=N ，再現率は R=C ，F値は 2 R=(N +C)
と計算する．ポスト，コメントの性能も同様に計算する．
2,932ブロック，コメントと認められるブロックは 973
ブロックであった．使用したデータセットでは 38% の
ブログページにのみコメントが付いていた．
表 1に示した実験結果より，提案手法は従来手法に比
べて全体的に性能が向上していることがわかる．提案手
法によるコンテンツ抽出性能は，従来手法に比べ，適合
率には少々の低下が確認できたが，再現率は大幅に向上
し，抽出性能（F値）が向上していることが確認できた．
さらに，コンテンツ抽出性能の向上に伴い，コメントの
抽出性能が 82.2%から 87.4%に大きく改善した．
図 4は提案手法による抽出を行ったブログページの例
である．このページは，図 3で用いたページと同一であ
り，提案手法により従来手法での取りこぼし部分が適切
に抽出できていることが確認できる．
4 おわりに
本稿では，従来手法に位置ラベルを用いたコンテンツ
再抽出処理を加えることで，ブログのポスト及びコメン
トの抽出性能を改善する手法を提案した．さらに，日本
語ブログサイトを対象とした実験により，提案手法の有
効性を示した．特に，コメントの抽出性能の大幅な改善
が確認できた．
今後，要素識別子が適切に付与されていないブログ
ページ集合にも適用できるよう，より柔軟に位置ラベル
を付与する方法を検討する．また，抽出ルールの自動獲
得，ルール自動選択による抽出を検討し，より高速に分
離抽出する手法を検討する．そして，本研究の成果をモ
ジュール及びソフトウェアの形で公開し*5，Webページ
を利用する研究の標準的な手法となることを目指す．
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